
 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

（公財）横浜企業経営支援財団（以下「IDEC 横浜」）及び横浜市は、令和６年４月１日付で 

「横浜知財みらい企業」として、６社を新たに認定します。 

これにより、継続して認定されている 118 社を含め、認定企業総数は 124 社になります。 

 

 

 企業名 取組内容 製品・ロゴ等 
各社 HP への 

リンク 

1 
株式会社 
黒田機型製作所 
（都筑区） 

検査治具、プレス金型、ウレタン発泡成形金型等

を設計・製作。主力の自動車業界に加え、新たな事

業の柱を育てるため、金属 3D プリンター導入など

を行い、木型から金型に事業転換した時と同じく、

次世代に向け、新分野の開拓に取り組んでいます。 

 

http://kuroda

kigata.com 

2 株式会社 PMT 
(青葉区) 

日本国内には数多くの世界最先端技術が存在し

ます。こうした先端技術を活用した、新規化学反応

や高収率反応を目指した新しい装置の開発を推進

しています。これまで開発した装置は、ファインバブ

ル発生装置、前進後退流交互発生装置などです。 

 

 

3 
株式会社 
ベクトロジー 
（港北区） 

FPGA（Field Programable Gate Arrey）の強

みを生かし「ゼロ遅延の実現化」に向けて、長年 FPGA

専業の会社として開発に取り組んできました。今後は

FPGA の持つ「超低遅延」「低消費電力」という特性を

クラウドシステムに取り入れることで、より一層の社会

実装を図っていきます。 

 

https://www.v

ectology.co.jp  

4 
MabGenesis 
株式会社 
（港北区） 

機能性と網羅性を兼ね備えた世界最高品質の抗体

ライブラリー（MOURA library）と高効率モノクロー

ナル抗体単離技術（IMPACT）を有し、従来技術では

取得が困難な、膜タンパク質のわずかな立体構造の違

いを認識する高品質モノクローナル抗体を取得し、製

薬業界に提供します。 

 
 

https://mabge

nesis.com  

5 
株式会社 
リピープラス 
（鶴見区） 

樹脂製敷板「リピーボード」等の再生樹脂製品を

販売・レンタルしています。近年、架橋ポリエチレン

の可塑化材料をリピーボードの原料に採用し、その

特許(XPR システム)も出願。XPR システムの海外

展開も視野に入れています。 

 
https://www.re

py-board.co.jp  

6 
株式会社 
ヲサメ工業 
（金沢区） 

工業製品の塗装・搬送ラインにおけるトータルエン

ジニアリングを提供し、顧客要望に沿ったラインレイ

アウト、装置設計、製作、施工、アフターサービスを提

供します。また、付加価値としての開発にも積極的

に取り組み、顧客の異なるニーズに対応できる柔軟

性を有し、カスタマイズを提供しています。 

 

https://www.

osame.co.jp  

知的財産を積極的に活用した経営に取り組む 

「横浜知財みらい企業６社」を新たに認定 

令 和 ６ 年 ３ 月 2 8 日 
横浜市経済局ものづくり支援課 
（公財）横浜企業経営支援財団 

記 者 発 表 資 料 

（50音順） 

 

【新規認定企業のご紹介】 

HPFC（ハイパフォーマンス 
FPGAコンピュータ） 

ファインバブル発生装置 

リピーボード 

生産ラインイメージ 

裏面あり 
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１ 制度概要 

  平成 23年度から、独自技術やノウハウ等の「知的財産」をいかした経営に取り組み、優れた製品 

やサービスを作り出す中小企業を「横浜知財みらい企業」として認定し、その成長・発展を後押しし 

ています。 

評価項目は、「事業計画」、「知的財産活動の目的・位置付け」、「知的財産活動を実践する仕組み」、

「知的財産活動の事業への貢献」の４項目で、知的財産活動が、企業の経営に不可欠なものとして

位置づけられ、実践され続けているか、その定着状況を評価しています。 

 

２ 認定企業への主な支援制度 

  IDEC 横浜ホームページで、「横浜知財みらい企業」認定企業の一覧・技術情報等を掲載して PRを

行うほか、知的財産権の取得費用などを助成する「知的財産活動助成金」や横浜市中小企業制度融資

における優遇があります。 

   

 （参考）知的財産活動助成金（令和５年度） 

対象事業 
①知的財産コンサルティング（先行技術調査など） 

②知的財産の取得助成（出願料、登録料、弁理士等への手数料など） 

助成率 １／２ 

助成上限額 認定企業：15 万円   認定企業以外：10 万円※１度限り 

 
IDEC 横浜 
横浜知財みらい企業支援事業 URL：https://www.idec.or.jp/business/csr/chizaimirai.html 
 

３ 事業の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問合せ先 

（「横浜知財みらい企業」制度全体に関すること） 
横浜市経済局ものづくり支援課長         黒栁 純子    Tel 045-671-3839 

（認定に関すること） 
公益財団法人横浜企業経営支援財団 
経営支援部 経営支援部長           加藤 盛司      Tel 045-225-3733 
※本件は、横浜経済記者クラブへも同時発表しています。 

【参考】 「横浜知財みらい企業」制度概要 
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